
　３月定例会最終日、全議員で市役所の西側

にある生涯学習施設「こもれびの森」の建設現

場を視察しました。

　現在施設は、外装工事がおおむね終了し、

内装工事を実施しているところです。天井に

は、空調設備などのダクト類や天板も設置さ

れてきており、天井の様子が徐々に形になっ

てきていました。また、各部屋の仕切りも設

置が進んでおり、事務室、会議

室、音楽スタジオや創作室の広

さも分かりました。

　今後は、図書館の書棚の設

置、多目的ホールには、移動観

覧席や壁収納ステージも設置

され、内装が仕上がっていきま

す。また、外構工事も進められ

ます。

　10月１日の開館が期待され

るところです。

　国では30年度から米の生産調整
を廃止し、国全体で生産数量目安

として735万㌧を提示した。これ
を受けて市の生産数量の目安は。

また各農家に対しての配分方法は。

　国の助成、市独自の助成措置の

今後は。

新たな国の米対策と
市の対応は問

　市の生産数量目安は、前年並の

2,300㌧で、市地域農業再生協議
会から各生産者に対し一律59.4％
の目安を示す。今後、国の水田活

用直接支払交付金などは継続して

いく。市単独転作奨励補助事業は

段階的に廃止し、他の農業振興策

に振り向けていきたい。

市単独転作奨励補助事業
は段階的に廃止答
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